Disruption of vascular endothelial homeostasis in systemic juvenile idiopathic arthritis-associated macrophage activation syndrome: The dynamic roles of angiopoietin-1 and -2 by 田﨑 優子 & Tasaki Yuko
論文内容の要旨及び審査結果の要旨	 
受付番号	 医薬保博第７７号	 氏名	 田﨑	 優子
論文審査担当者	 主査	 和田	 隆志	 
副査	 向田	 直史	 
華山	 力成	 
学位請求論文
題 名	 	 Disruption of vascular endothelial homeostasis in systemic juvenile idiopathic 
arthritis-associated macrophage activation syndrome: The dynamic roles of angiopoietin-1 
and -2 
掲載雑誌名	 	 Cytokine	 第 80 巻	 1～6 頁 
平成２６年４月掲載
若年性特発性関節炎（juvenile idiopathic arthritis：JIA）の病因は依然不明であるが、全身型 JIA







Angiopoietin（Ang）1 および 2 は血管内皮細胞に発現する、受容体型チロシンキナーゼである Tie2
のリガンドであり、血管内皮細胞機能の調節に重要な役割を果たしている。MAS 病態において過剰
な炎症性サイトカインが炎症カスケードを介して血管内皮細胞を障害し、病態が進行すると播種性血
管内凝固症候群を呈する。今回我々は s-JIA に合併した MAS 病態における Ang1/2 の役割と血管内
皮細胞障害の指標としての臨床的意義について検討した。
s-JIA 51 例（うち 11 例は MAS を合併）、多関節型 JIA 11 例、ウイルス関連血球貪症候群（VAHS）
12 例、川崎病 12 例、健常小児（HC）15 例について Ang1 および 2 の血清中濃度を ELISA 法で定
量し臨床像と比較検討した。
MAS 合併時には急性期と比較し血清 Ang-1 濃度は有意に減少し、Ang-2/1 比は有意に増加してい
た。Ang-2/1 比は MAS を合併すると急激に上昇し、改善すると速やかに低下した。Ang-1 および
Ang-2/-1 比は、MAS の活動性を示す LDH および AST と有意な相関を示した。臨床的に凝固障害を
示す FDP-D ダイマーは Ang-2/-1 比で有意に相関を示した。 
Ang-1 および Ang-2/-1 比は MAS における血管内皮細胞障害の程度を反映し、MASの病勢を把握する指
標として有用であると思われた。	 
以上より本研究は学位に値する労作であると評価された。
